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京大東アジアセンターニュースレター   第 459号   





○ カンボジア ： キリングフィールド追証－その１  
○ カンボジア短信 ： ２０１３年 ２月上旬   































■京都会場  2013 年 3 月 23 日(土) 13 時 30 分 
     京都大学法経第五教室 
 
      なお、東京会場  2013 年 7 月 20 日(土) 13 時 30 分 
            京都大学東京オフィス（品川インターシティＡ棟 27 階）にて開催予定 
 
 






挨拶 京都大学大学院経済学研究科 東アジア経済研究センター長  教授 塩地 洋  
   
13:40-14:20 




特別講演 ：東京大学 社会科学研究所  教授 丸川知雄  
            「中国太陽光産業の急成長と危機」  
講演 
15：05-15:20    京セラ株式会社   ソーラーエネルギー事業本部  主管技師  本多潤一 
               「スマート社会が変える太陽光発電の普及」 
 
15：20－15：35       日新電機株式会社  新エネルギー・環境事業本部  エンジニアリング部長 井筒達也 
                「太陽光発電所におけるＰＣＳ・連系設備への要求と対応」   
 
15：35-15:50    オムロン株式会社  環境事業推進部  清水孝信   









      
17:00-18:30 
懇親会          会場：みずほホール（法経東館地下１階） 
司  会  京都大学経済学研究科 特任教授/東アジア経済研究センター協力会 理事 宇野 輝    
開会挨拶  京都大学大学院経済学研究科  教授 諸富 徹  
閉会挨拶  現在未定 
 
       ●参加希望者は諸富（morotomi@econ.kyoto-u.ac.jp）までご連絡ください。 






































































































































と、その治世下の１９６０年代の安寧の生活を振り返って、シアヌーク国王を深く慕っている。  《 銅像建設予定地 》 
フン・セン首相はその国民感情をおもんばかって、シアヌーク国王の銅像を独立記念塔の前に建立することを決定













































                                                                    以上 
************************************************************************************************ 




                                                             小島正憲 
 
１．続報 マンハッタン SEZの大型スト ・ 附：現場検証済み情報 







バベット市内のマンハッタン経済特別区のKaoway Sports 社において 3人の
労働者が発砲された事件から、やがて約 1 年が経過するが、この事件はいまだ
に解決していない。２／１２、マンハッタン特別経済区では、およそ 5000 人の労
働者がストライキに入った。Long Bright 社と Chart 社、 それから bicycle 








Long Bright 社に勤める 600人以上の労働者たちは、火曜日からストライキ状態に入っており、政府の職員の介入
を求めるため県庁舎までのデモ行進を行なった。「県庁の職員とのミーティングでは、まだ解決策は出ていません。し
かし職員は問題に取り組むためのグループを工場に派遣してくれるようです」と Sina 氏は話す。スヴァイリエン州の労
働局に勤める Va Sarorn さんは、「経済特別区内にある工場で働く労働者たちは、問題が解決されるまで、ひとまずス
トライキをやめることになった」と話している。なおマンハッタン経済特別区の管理者 Pino 氏は、「２／１８(月)から通常
通りの業務が再開されている」と話している。 
























２．２／１５、Yung Wah Industrial garment factory社にてストライキ発生 






GAP への供給元であったその工場を取り囲んで、未だ支払われていない 2 ヶ月前の給料の支払いを要求している。
しかし工場はすでに閉鎖されている。これは 12 月下旬にプノンペンの Kingsland 縫製工場で起こったのと似たような
状況であることが、労働者の話から分かった。 
労働者代表でこの工場で８年以上働いている Sok Phalla さんは、「会社のオーナーも経営者も、12 月中に海外へ
逃げてしまっています。しかし労働者には何の話もありませんでした。私たちは 2 ヶ月分の給料を支払ってもらってい
ません。また、本当に工場が閉鎖されたのだとしたら、退職金など支払いはもっとあるはずです。もうお金がなくて食






































労働者であるHorl Raさんは、「ストライキに参加して 1日ごとに 50％賃金を下げられてしまったが、他の手当に関し
てはかつての額が維持されるようだ」と話し、「しかし工場における規則は、ストライキを起こす以前のものよりも厳しくな
ってしまった。もし会社がこういった厳しい態度を続けるのであれば、ストライキはまた起こるだろう」とも話している。







つくろうとしたところ彼らを解雇しました」と労働者代表の Chan Pov さんは話した。 
工場側の So Sam Ang氏は、ストライキ参加者によって燃やされたタイヤの火を消そうとする際に自分の顔にやけど
を負った」と話した。「この発言は労働者たちをさらに怒らせることになり、結局は妊婦を巻き込んだ警察との衝突を起


















刑期の 3 分の 2 ほどを終え、病気や年齢、善行などを理由に解放された囚人の多くは、自分たちの運命の変化に
戸惑い言葉もなかった。「国王の式典に参加できるなんて、思ってもみなかった幸運です。自由になってこれから家















































タイを拠点としている映画館会社 Major Cineplex は、７つのスクリーンと１４レーンを有するボーリング場を含む『最
高級のライフスタイルとエンターテイメントを提供する施設』をプノンペンのイオンモール内に設立する予定であり、カ
ンボジアの若者を魅了し娯楽ビジネスの中に取り入れたいという想いを明らかにした。 

























                                                                   以上 
************************************************************************************************ 


































































































































































































2005年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009年 9.1 11.0 15.5 1.9 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2010年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
12月 9.8 13.5 19.1 4.6 20.4 131 17.9 25.6 9.2 -13.3 19.7 19.9 
2011年 9.2            
1月   19.9 4.9 23.7 65 37.7 51.4 16.6 11.4 17.3 16.9 
2月  14.9 11.6 4.9 － -73 2.3 19.7 -10.9 32.2 15.7 16.2 
3月 9.7 14.8 17.4 5.4 31.2 1 35.8 27.4 10.5 32.9 16.6 16.2 
4月  13.4 17.1 5.3 37.2 114 29.8 22.0 8.2 15.2 15.4 15.8 
5月  13.3 16.9 5.5 33.6 130 19.3 28.4 12.1 13.4 15.1 15.4 
6月 9.5 15.1 17.7 6.4 11.8 223 17.9 19.0 6.6 2.8 15.9 15.2 
7月  14.0 17.2 6.5 27.7 315 20.3 23.0 2.7 19.8 14.7 15.0 
8月  13.5 17.0 6.2 33.4 178 24.4 30.4 6.4 11.1 13.6 14.8 
9月 9.1 13.8 17.7 6.1 27.3 145 17.0 21.1 -3.5 7.9 13.1 14.3 
10月  13.2 17.2 5.5 34.1 170 15.8 29.1 -0.6 8.7 16.7 14.1 
11月  12.4 17.3 4.2 21.4 145 13.8 22.6 -12.9 -9.8 16.2 14.0 
12月 8.9 12.8 18.1 4.1 5.7 165 13.3 12.1 -15.4 -12.7 17.3 14.3 
2012年             
1月    4.5 25.3 273 -0.5 -15.0 4.6 10.8 16.6 14.8 
2月  21.3  3.2 － -315 18.3 40.3 38.7 -0.9 17.8 15.0 
3月 8.1 11.9 15.2 3.6 21.1 53 8.8 5.4 -6.5 -6.1 18.1 15.7 
4月  9.3 14.1 3.4 19.2 184 4.9 0.4 -26.1 -0.7 17,5 15.4 
5月  9.6 13.8 3.0 21.0 187 15.3 12.7 -6.1 0.0 17.9 15.7 
6月 7.6 9.5 13.7 2.2 21.8 317 11.3 6.3 -16.3 -6.9 18.5 16.0 
7月  9.2 13.1 1.8 20.6 251 1.0 5.7 -7.8 -8.6 18.9 16.0 
8月  8.9 13.2 2.0 19.4 267 2.7 -2.7 -12.7 -1.4 18.4 16.1 
9月 7.4 9.2 14.2 1.9 23.1 277 9.8 2.3 -6.4 -6.8 19.8 16.2 
10月  9.6 14.5 1.7 22.4 320 11.5 2.2 1.8 -0.2 14.6 15.9 
11月  10.1 14.9 2.0 20.0 196 2.8 -0.1 -8.7 -5.4 14.5 15.7 





2013年             
1月    2.0  291 25.0 29.0 -12.4 -3.4 15.9 15.4 




されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応
している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易であ
る。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
 
